
市長は、指導又は勧告の措置を行う
にあたり必要があると認めるときは、 

 ・違反者の事務所、営業所等に立ち入り、必要な事項を調査 
 ・関係者に質問し、文書の提示その他の協力を求めることが 
  できる。   
  （当該違反行為をした者の氏名・住所・その他必要事項） 

市の立入調査等 
施行予定日 

・平成29年10月中にパブリックコメントを実施するとともに、 
 同月中に商店会や防犯協会等に説明。 
・平成29年12月定例会に議案として上程し、議会の議決を得 
 た後、速やかに施行することを予定（一部の項目については、 
 周知期間を設け、平成30年4月1日からの施行を予定）。 

市内全域の公共の場所 

指導 
※市長は、あらかじめ指定す
る者に指導を行わせることが
できる。（要講習） 

勧告 

立入調査等 

※規制区域は、松戸駅、新松戸駅、 
 八柱駅、五香駅を想定 

誓約と支援 

公表・過料 
両罰規定 

情報の提供 

規制区域 

区域別の対応内容 

※対象外 ・不特定の者に対して行う呼び掛け 
       ・道路使用許可を得て指定された場所で行われるチラシ又はティッシュ 
      配りなど   

規制対象行為 

客引き行為等を用いた営業 

居酒屋 
カラオケ 

ソープランド 
ファッション 
ヘルス 

県条例で執拗な客引き禁止 
客待ちは規制なし 

ホストクラブ 
キャバクラ 

他法令（風営法・県条例）
による規制行為 

市条例による 
新たな規制行為 規制対象 
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風営法・県条例で客引き禁止 
客待ちは指定区域のみ禁止 
県条例で勧誘禁止 
勧誘待ちは規制なし 

客引き行為等 

・氏名、住所（法人名、所在地及び代表者の氏名） 
・違反店舗名 
・違反行為の内容 

公表 

過料 
次に該当する者は、５万円以下の過料に処する。 
・規制区域において禁止行為をし、勧告に従わなかっ 
 た者 
・規制区域において客引き行為によって来店した者と 
 知りつつ、客として営業所内に立ち入らせた店舗経 
 営者で、勧告に従わなかった者 
・立入調査を拒み、妨げ、忌避、質問に対して答弁せ 
 ず若しくは虚偽の答弁をした者 

両罰規定 
その行為者を罰するほか、その法人又は人に対し、
同条の過料を科する（市内全域が対象）。 

公表・過料・両罰規定 

情報の提供 

・公表の措置を行ったときは、その公表に係る場所を提供して 
 いる土地又は建物の所有者及び警察署長に対して、客引き行 
 為等に関する情報の提供等を行うことができる。 

誓約と支援 対象：規制区域内の飲食店等 

客引きをしない旨
の誓約書を市に提
出できる 

 ○市は、当該店が客引きをして 
  いないか調査 
 ○問題無い場合、支援を実施 

飲食店等 市 


